
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前 ご連絡先 

ご意見やお困りごとなど 

市政へのご意見やお困りごとがございましたらお気軽にご連絡ください →FAX 048-677-1676 

昭和 62年 12月 3日生まれ。 
●上智大学法学部卒 
●首都大学東京社会人類学教室修了。 
国連 UNHCR協会職員などを経て、 
衆議院議員公設第一秘書を務める。 

大学在学中に市民団体を設立し、子どもたちの放課後を考える団体
や演劇教育を推進する団体など複数の団体の運営に携わってきた。
2017年に上尾市議会議員に当選（現在 2期目）。 
健康福祉常任委員会委員長。 
家族：妻、長男（８才）、長女（６才）、次男（５才） 

えびはら直矢プロフィール 

①市民生活における課題、②まちづくり、③ガバナンスと情報公開 質問項目 

令和５年９月定例会一般質問 市民の声を形に 

市民生活 市内学校・公共施設における石けんの利用 

市民生活 

 
障害者生活支援センターでの難病患者の相談受付 

まちづくり さいたま水上公園整備におけるウォーキングを行う人への配慮 

市内の学校や公共施設におけ 

る石けんの利用の推進につい

て見解は。また、市民が利用状況を確認で

きるようにすべきと考えるがどうか。 

石けんは河川でも分解されやすく、合成洗剤 

に比べて肌に優しいと言われていることから

利用している施設もある。各施設における石けんの利用

状況の市民への周知方法について今後検討していく。 

答弁（概要） 

質問 障害者生活支援センターへの 

難病患者からの相談が非常に

少ない。周知や体制のあり方を見直すべき

であると考えるがいかがか。 

障害者生活支援センターの周知については、 

ホームページを見やすくするなどの工夫を行

うほか、難病患者からの相談に対して適切にコーディネ

ートできる人材を育成していく。 

答弁 

質問 さいたま水上公園の整備での 

ランニングコースの設置につい

て、ウォーキングを行う人に配慮した計画

とすべきであると考えるがどうか。 

事業者決定後、速やかにラン 

ニングコースのウォーキングに

よる利用についても、県や事業者と協議

していきたいと考えている。 

答弁 

ガバナンス 事務処理ミスの公表 
 

質問 インシデント報告を含む事務処 

理ミスの公表について、他市の

ように期限を切らずに公表すべきである

と考えるがいかがか。 

事務処理ミスの概要を一覧としたものを公表 

すべく、現在、準備を進めているところであ

り、公表期間についても、他市の事例を参考にしながら

検討していく。 

答弁 

質問（概要） 



   

 

えびはら直矢市政報告 

上尾市議会議員〈政策フォーラム・市民の声あげお〉 

発行人 海老原直矢 〒362-0026 上尾市原市北一丁目 14番地 9 TEL. 048-716-7323 

E-mail. ebihara116@gmail.com https://www.ebihara-naoya.com/ 

市が抱える課題について質問 
市民サービスの向上と適切な情報公開を 
令和５年９月定例会における一般質問 

９月２１日、①市民生活における課題、②まち

づくり、③情報公開とガバナンスの各テーマにつ

いて一般質問を行いました。 

今回の質問で特に時間を割いたのが、西貝

塚環境センターへのごみの持ち込みについて

と、歴史民俗資料の収集・保存体制です。 

環境センターへのごみの持ち込みについて

は、NPOや自治会など非営利の団体について

も登録事業者として許可することを求めました

が、市の「既存の許可業者への影響」を理由とし

た新規の許可を認めない立場を崩すことができ

ませんでした。しかし、これまで消極的だった可

燃ごみ等のごみ集積所への運搬などについて、

「ご支援、ご協力をいただきたい」との発言があ

りました。さらに、運搬にかかる費用が明示され

ていない問題についても、「ホームページ等を作

成するなどし、丁寧に市民にお知らせしていく」

という答弁を得ました。 

歴史民俗資料の保存についても、収集につい

て周知を図ることは人員などの制約で難しいと

のことでしたが、保存のための施設については

「保管スペースや環境の改善には限界があるこ

とから、既存施設を活用した保存環境の充実に

ついて検討していく」という答弁を得ました。 

すべての課題を解決することはなかなかでき

ませんが、少しずつでも市の施策を前に進めて

いけるよう引き続き取り組んでいきます。 

一般質問の様子 

キーワード 

ごみの持ち込みルール 

環境センターにごみを本人に代わって持ち込

むことができるのは、親族（二親等内）または一

般廃棄物処理運搬許可業者に限られる。 

友人・知人による運搬・運転は、その運搬車両

に本人が同乗している場合でも持ち込みはでき

ないとされている。 

データでみる 

許可業者の料金表示 

出典：海老原調べ 

１１/５ 
午後３時から 

日 
２期目４年間で取り組んできたこと、市民の皆さんとともに実現

できたことなどについてご報告いたします。 

むさしのグランドホテル 
会議室 AB 

えびはら直矢市政報告会 

ほとんどの事業者が価格を明示しておらず 

市民が個別に問い合わせなければならない 

価格表示あり １社 

価格表示なし ３１社 

ホームページなし １４社 

 


